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令和７年８月８日発行

２０人、１４６１日間の決意に迫る！
新人議員インタビュー　～新たな挑戦～

改選特集

島
田
市
議
会
の
新
た
な
ペ
ー
ジ
が
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
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20人の1461  日間の決意
～ The journey   to four years ～

　令和７年５月29日、島田市議 会は新たな４年間に向けて歩み
始めました。
　現在、地方都市はかつてない困 難に直面しています。経済の停滞
や人口減少、少子超高齢化などの 社会構造の変化により、その舵取
りは容易ではありません。しかし ながら、我々はこの困難な時代に
あっても、未来への希望を信じ、 日々奮闘しています。もがきなが
らも前進を続け、市民の皆様のた めに尽力する決意を新たにして
います。
　誇り高き島田市の明日を築く ため、全力で取り組んでまいりま
す。

島田市議会議員一同
令和７年５月25日執行　島田市議会 議員選挙
有権者数：78,165人　投票数：45,647 票　投票率：58.40％　候補者数：23人

―保存版―

井上 篤議員石川 晋太郎議員

大関 衣世議員大石 歩真議員

仲田 明議員

横山 香理議員

松本 晃議員

四ツ谷 恵議員

瀧 好伸議員

横田川 真人議員
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20人の1461  日間の決意
～ The journey   to four years ～

　令和７年５月29日、島田市議 会は新たな４年間に向けて歩み
始めました。
　現在、地方都市はかつてない困 難に直面しています。経済の停滞
や人口減少、少子超高齢化などの 社会構造の変化により、その舵取
りは容易ではありません。しかし ながら、我々はこの困難な時代に
あっても、未来への希望を信じ、 日々奮闘しています。もがきなが
らも前進を続け、市民の皆様のた めに尽力する決意を新たにして
います。
　誇り高き島田市の明日を築く ため、全力で取り組んでまいりま
す。

島田市議会議員一同
令和７年５月25日執行　島田市議会 議員選挙
有権者数：78,165人　投票数：45,647 票　投票率：58.40％　候補者数：23人

青山 真虎議員

岩﨑 好美議員

川合 利也議員

三村 隆久議員

天野 弘議員

内田 修議員

清水 唯史議員 曽根 達裕議員

望月 史彦議員 八木 伸雄議員
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島
田
市
議
会
で
は
議
会
改
革
の
一
環
と
し

て
、
平
成
28
年
度
か
ら
議
長
・
副
議
長
の

所
信
表
明
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
６
月
５
日
㈭
に
議
長
お
よ
び
副
議
長
に

な
ろ
う
と
す
る
議
員
の
所
信
表
明
会
を
開

催
し
、
計
４
人
の
議
員
が
所
信
表
明
を
行

い
ま
し
た
。

議
長
お
よ
び
副
議
長
に
な
ろ
う
と

す
る
議
員
の
所
信
表
明
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

 

所
信
表
明
者

（
議
長
に
な
ろ
う
と
す
る
議
員
）

　
　
清　
水　
唯　
史

　
　
八　
木　
伸　
雄

（
副
議
長
に
な
ろ
う
と
す
る
議
員
）

　
　
石　
川　
晋
太
郎

　
　
大　
関　
衣　
世

（
届
出
順
）

議
長
・
副
議
長
の
選
挙
結
果

６
月
12
日
㈭
の
本
会
議
で
議
長
・
副
議
長

の
選
挙
（
互
選
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

副
議
長
選
挙

　
　
　
　
　
　
大
関　
衣
世　
10
票

　

	

　
　
　
　
石
川
晋
太
郎　
9
票

（
無
効
票
１
票
）

議
長
選
挙

　

	

　
　
　
　
清
水　
唯
史　
10
票

　
　
　
　
　
　
八
木　
伸
雄　
9
票

（
無
効
票
１
票
）

　議長に就任いたしました清水唯史です。
　最多期数であることから議会全体をまとめてい
く重責を感じています。初当選の議員も期数を重
ねた議員も議会基本条例の理念に基づく開かれた
議会の運営のために、それぞれが自覚を持って活
動できるよう取り組んでまいります。
　議員それぞれが収集した市民の声を議会全体で
共有することで議会の活動が充実し、提言や議員
提案の条例制定等につなげることができるものと
思います。そのために、議員が積極的に研さんを
重ねることで多くの知識と技術を持った集団とな
り、新しい島田市の発展のため二元代表制の役割
を高めていけるよう尽力します。
　また、議会全体がワンチームとなり、納税者た
る市民の立場に沿った予算・決算等の審議・審査
を充実してまいります。市民の皆様におかれまし
ては、ぜひ、ご意見をお寄せいただきますようお
願い申し上げます。

この度副議長の大任を拝しました大関衣世で
す。微力ながら、議長を中心とした「チーム議
会」の形成を目指し、議員の皆様と共に取り組
んでまいりたいと思います。委員長として参加
する「予算・決算特別委員会」については、前
年度末の報告を踏襲し、それぞれの分科会で、
より深く活発な議論が展開され、的確な審議が
なされるよう、各正副分科会長との協議を基に
その運営に努めてまいりたいと思います。価値
観の多様化が進む昨今は、議員に求められる市
民ニーズもさまざまであると実感します。ただ、
いつの時代であっても、議員は、市民の代弁者
であり、安全・安心で暮らしやすい街を目指し、
尽力しゆく役目を市民から負託されていること
に違いはありません。一人一人の議員がその役
目を全うし、市民の皆様の期待に応える「チー
ム議会」を目指してまいりたいと思います。ど
うぞ、よろしくお願い申し上げます。

副議長　大
お お

関
ぜ き

　衣
き ぬ

世
よ

議　長　清
し

水
み ず

　唯
た だ

史
し

６月定例会で　議長　清水唯史、副議長　大関衣世　を選出！

議会全体がワンチームとなり、
市民の立場で議会運営を
目指します

「チーム議会」を
目指して

新しい議会構成が決まりました
令和７年６月定例会において、新しい議会構成が決定しました。
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島田市議会議員は、３常任委員会のうちのいずれかに所属し、担当分野を専門的に審査します。
常任委員会の新たな委員を紹介します。なお、議長を除き、委員は、一般会計を審査する予算・決算特別委員会の
各分科会の委員も務めます。

委員が決まりました

市の戦略などの政策に関すること、
行政改革に関すること、市民の生活
に関すること、危機管理に関するこ
とを審査します。

商工や農林業などの産業振興に関す
ること、観光や文化振興に関するこ
と、都市基盤整備に関することを審
査します。

天
あ ま

野
の

　弘
ひろし

四
よ

ツ
つ

谷
や

恵
めぐみ

井
い の

上
う え

　篤
あつし

委員長委員長委員長 副委員長副委員長副委員長

曽
そ

根
ね

達
た つ

裕
ひ ろ

石
い し

川
か わ

晋
し ん

太
た

郎
ろ う

横
よ こ

田
た

川
が わ

真
ま さ

人
と

三
み

村
む ら

隆
た か

久
ひ さ

瀧
た き

　好
よ し

伸
の ぶ

横
よ こ

山
や ま

香
か お

理
り

大
お お

石
い し

歩
あ る

真
ま

内
う ち

田
だ

　修
おさむ

望
も ち

月
づ き

史
ふ み

彦
ひ こ

岩
い わ

﨑
さ き

好
よ し

美
み

松
ま つ

本
も と

　晃
あきら

委　員委　員委　員

仲
な か

田
だ

　明
あきら

大
お お

関
ぜ き

衣
き ぬ

世
よ

川
か わ

合
い

利
と し

也
や

八
や

木
ぎ

伸
の ぶ

雄
お

青
あ お

山
や ま

真
ま さ

虎
と ら

清
し

水
み ず

唯
た だ

史
し

経済建設常任委員会

福祉・高齢者・介護・子育て支援や
健康に関すること、総合医療センタ
ーに関すること、教育に関すること
を審査します。

厚生教育常任委員会総務生活常任委員会

　
市
議
会
を
円
滑
に
運

営
す
る
た
め
の
委
員
会

で
、
次
の
調
査
・
検
討

を
行
い
ま
す
。

・
議
会
運
営

・
議
会
会
議
規
則
、

　
委
員
会
条
例

・
議
案
の
審
査

・
請
願
、
陳
情
の
審
査

　
　
　
な
ど

委
員
長

天　
野　
　
弘

副
委
員
長

井　
上　
　
篤

委

員

横　
山　
香　
理

曽　
根　
達　
裕

川　
合　
利　
也

四　
ツ　
谷　　　
恵

内　
田　
　
修

議
会
運
営
委
員
会

委

員

議
長
を
除
く

全
議
員

委
員
長

大　
関　
衣　
世

副
委
員
長

天　
野　
　
弘

委
員
長

井　
上　
　
篤

副
委
員
長

大　
石　
歩　
真

委

員

瀧　
　
好　
伸

川　
合　
利　
也

内　
田　
　
　
修

八　
木　
伸　
雄

　
予
算
議
案
お
よ
び
決
算

議
案
に
関
す
る
審
査
を
行

う
た
め
の
委
員
会
で
、
次

の
案
件
の
審
査
を
行
い
ま

す
。

・
令
和
６
年
度
島
田
市　

一
般
会
計
決
算

・
令
和
７
年
度
島
田
市　

一
般
会
計
補
正
予
算
案

・
令
和
８
年
度
島
田
市　

一
般
会
計
予
算
案
な
ど

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
及

び
広
報
公
聴
に
関
す
る
調

査
研
究
を
行
い
ま
す
。

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

常任委員会
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議
会
構
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議案第44号　島田市野外活動センター条例の一部を改正する条例について

野外活動センター「山の家」の利用料改定！Pick
up 1

全会一致で可決

全会一致で可決

▶概要
　現状の社会情勢に鑑み、持続的かつ安定した施設の利用実態に即したものとするため、指定管理者の更新に
合わせ、研修室・浴室・キャンプ場などの利用料の上限を改定する。新料金は令和８年４月１日から施行する。
▶主な改正内容　� （円）
　

６月定例会 ここがポイント！
令和７年６月定例会は、６月12日（木）から７月17日（木）までの36日間行いました。提出された 
議案のうち、主な議案を紹介します。

Q 2年前に利用料金が改定されたが、今回更に改定する理由は。

Ａ
今回は、主に前回改定をしていない研修室・和室ほか利用料・浴室利用料などの附帯設備の利用料
を改定する。現状の社会情勢に鑑み、持続的かつ安定した施設の利用実態に即したものとするため、
指定管理者の更新に合わせて改定する。

議案第46号　財産の取得について（消防ポンプ自動車）

▶概要
　島田市消防団第８分団２部および第14分団１部に配備している消防ポンプ自動車各１台（合計２台）
を更新するため、指名競争入札を実施した結果、ジーエムいちはら工業
株式会社東京営業所より購入する。
▶事業費
　5,852万円
▶スケジュール
　令和７年４月　　入札および仮契約
　令和７年７月　　本契約および発注
　令和８年３月　　納車・支払い

消防団配備の消防ポンプ自動車２台更新！Pick
up 2

Q 消防団に配備している消防ポンプ自動車２台更新とのことだが、退役する２台の処分方法は。

Ａ 落札業者が退役車両を引き取り、廃車手続を実施することになっている。落札業者が入札した価格
には、当該引き取り関係の精算金額が反映しているものと理解している。

利用区分 現行 改定後 利用区分 現行 改定後
寝具利用料（1人１夜） 350 500 研修室利用料（定員24人、全日） 1,860 2,800
浴室利用料（幼児～高校生1人） 　150 　300 和室（大）利用料（定員33人、全日） 3,070 　4,700
　同上　　（上記以外の者1人） 　300 　500 バーベキュー場・キャンプファイヤー場（各1人） 　― 各　200
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全会一致で可決

全会一致で可決

議案第47号　財産の取得について（小中学校児童生徒用端末）

議案第50号　令和７年度島田市一般会計補正予算（第2号）農林業費

▶概要
　令和２年度第１期GIGAスクール構想の下、１人１台端末によるＩＣＴ環境を整備しデジタル教育を推進し
てきた。令和７年度・８年度の端末整備・更新計画に基づき児童生徒用
端末を取得する。
　１．動産の種別及び数量
　　　小中学校児童生徒用端末　4,674台
　2．購入金額
　　　207,064,743円

▶概要
　農業生産資材の物価高騰の影響を受けている認定農業者及び、荒茶加工場において重油・ガスを除く生産資
材の高騰の影響を受けている荒茶加工事業者への支援に要する経費
　１．農業生産資材等価格高騰対策事業
　　　予算額　20,076,000円
　　　補助対象者　認定農業者
　2．荒茶加工事業者価格高騰対策事業
　　　予算額　21,022,000円
　 　　補助対象者　市内荒茶加工事業者

小中学校児童生徒用端末機器購入

農業生産資材等物価高騰対策

Pick
up 3

Pick
up 4

Q 第1期では850台を追加購入した。第２期は予備機として何台購入するのか。初期設定や機器代金を
考慮すれば、不足した時点で、その都度、購入する方が経費削減になるのではないか。

Ａ 令和７年度の595台、8年度は434台購入の予定である。県のＧＩＧＡスクール構想推進協議会で、大
規模に共同調達したほうが安価で購入できる。

Q 農業生産資材物価高騰対策が認定農業者以外は対象になっていないが問題はないか。

Ａ 過去の事業では認定農業者で特に問題はない。担い手育成の観点で行っている。

Q 荒茶加工場の物価高騰対策は、茶セーフティネットと重複しないか。

Ａ セーフティネットの対象である重油・ガスを除いた電気・荷作り材料などが対象であるため重複はしていない。

予算　２件　　条例　３件　　報告　12件　　その他　４件　　人事　９件

市長提出議案　30件

提出された議案の数

委員会の設置　２件

議員発議
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一般質問
ここが知りたい！

小
中
学
校
施
設	

P8

地
域
の
歴
史
資
源	

P9

食
育
は
教
育
だ	

P9

初
倉
小
中
一
貫	

P9

総
合
計
画
策
定
中	

P10

生
命
財
産
を
守
れ	

P10

荒
廃
森
林
の
整
備	

P10

サ
ー
ビ
ス
残
業	

P11

稼
ぐ
観
光	

P11

部
活
の
地
域
移
行	

P11

茶
業
の
振
興	

P12

第
３
次
総
合
計
画	
P12

子
育
勤
労
者
支
援	
P12

地
域
づ
く
り
推
進	

P13

命
を
守
る	

P13

公
共
交
通	

P13

目　
　
　
　
次

市の方針や市民の皆さんの生活に関する内容全般についての考えを聞く
一般質問には16人が登壇しました。

一般質問全文を掲載した会議録と録画映像は、ホームページに掲載しています。

小中学校施設

教育は国家百年の計。環境整備を怠るな
かれ

石
いし

川
かわ

 晋
しん

太
た

郎
ろう

議員が問う
市内小中学校トイレ洋式化率は
	 小学校76.1%、中学校58.8％答弁

Q
市
内
全
校
で
洋
式
化
率
１
０
０
％
を

達
成
す
る
た
め
に
掛
か
る
工
事
費
は
。

A
１
億
６
５
０
０
万
円
か
ら
４
億
２
０

０
０
万
円
程
度
の
費
用
が
掛
か
る
と
考
え

る
。

Q
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

A
洋
式
化
率
が
低
い
小
学
校
か
ら
順
次

進
め
て
い
く
。
今
年
度
は
、
島
田
第
二
小

学
校
の
整
備
計
画
を
進
め
て
い
る
。

Q
一
般
質
問
に
先
立
ち
、
市
内
小
中
学

校
６
校
の
視
察
を
行
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

普
通
教
室
及
び
特
別
教
室
の
空
調
機
設
置

率
を
伺
う
。

A
普
通
教
室
は
１
０
０
％
。
主
な
特
別

教
室
は
理
科
室
10
・
３
％
、
音
楽
室
96
・

２
％
、
家
庭
科
室
31
・
８
％
。

Q
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

A
小
学
校
は
、
来
年
度
以
降
新
た
な
計

画
は
現
時
点
で
は
な
い
。
中
学
校
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
４
校
で
理
科
室
に
設
置
す

る
。
来
年
度
は
残
り
の
２
校
に
つ
い
て
も
、

理
科
室
へ
の
設
置
を
計
画
し
て
い
き
た
い
。

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。
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食育は教育だ

初倉小中一貫

地域の歴史資源

地域の魅力と個性を高めるストーリー
を持った歴史資源であり重要な財産だ

安全で美味しい学校給食は地域の宝。食材
の高騰には保護者負担でなく市の補助を

ハード面に関しては現在調整中だが、
教育の取組状況も積極的な発信が必要

四
よ

ツ
つ

谷
や

 恵
めぐみ

議員が問う
小中学校の給食の現状と今後は

横
よこ

山
やま

 香
かお

理
り

議員が問う
初倉小中一貫教育の取組状況は

曽
そ

根
ね

 達
たつ

裕
ひろ

議員が問う
歴史資源を活用した地域振興は

	 地産地消推進とオーガニック食材を推進答弁

	 令和15年度の開校を目指し庁内で検討中！答弁

	 歴史文化などの地域や観光資源の活用を図る答弁

Q
給
食
食
材
の
地
産
地
消
・
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
食
材
の
活
用
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
。

A
地
場
産
物
で
条
件
が
整
っ
た
も
の
は

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
食
材
も
、
量
や
価
格
な
ど
条
件
が
ク
リ

ア
さ
れ
れ
ば
、
使
用
し
て
い
く
。
昨
年
度

か
ら
給
食
の
一
部
に
有
機
農
法
の
お
茶
を

取
り
入
れ
、
今
年
度
か
ら
は
お
米
を
提
供

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

Q
地
産
地
消
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に

市
役
所
内
の
連
携
と
地
元
農
家
と
の
定
期

的
な
話
し
合
い
の
場
が
あ
る
か
。

A
学
校
給
食
地
産
地
消
推
進
連
絡
会
な

ど
を
設
置
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

Q
給
食
費
の
無
償
化
及
び
食
材
費
の
高

騰
対
策
と
し
て
一
定
の
期
間
、
財
政
調
整

基
金
を
活
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
財
政
調
整
基
金
は
年
度
間
の
財
政
不

均
衡
を
調
整
す
る
も
の
で
あ
り
、
給
食
費

無
償
化
及
び
高
騰
対
策
に
使
用
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

Q
こ
れ
ま
で
の
経
過
は
。

A
令
和
４
年
１
月
の
島
田
市
立
初
倉
地

区
小
中
学
校
再
編
方
針
検
討
委
員
会
提
言

書
に
お
い
て
、
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校

と
し
て
再
編
す
る
方
針
案
が
示
さ
れ
、
こ

の
方
針
案
に
沿
っ
て
現
在
庁
内
で
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

Q
今
後
の
施
設
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

A
課
題
へ
の
対
応
や
関
係
者
と
の
調
整

次
第
だ
が
、
当
面
は
令
和
15
年
度
の
開
校

を
目
指
し
て
い
る
。

Q
小
中
一
貫
教
育
を
意
識
し
た
現
在
の

取
組
と
今
後
の
取
組
は
ど
う
か
。

A
３
校
で
身
に
付
け
た
い
資
質
・
能
力

な
ど
共
通
し
た
目
標
を
持
っ
て
実
践
し
て

い
る
。
学
校
運
営
協
議
会
も
合
同
で
実
施

し
て
お
り
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。

Q
今
後
の
ハ
ー
ド
面
の
動
き
に
対
し
て
、

市
民
へ
の
発
信
の
仕
方
を
懸
念
し
て
い
る

が
い
か
が
か
。

A
細
か
い
配
慮
を
し
な
が
ら
動
い
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

Q
大
津
地
区
の
歴
史
資
源
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い
る
か
。

A
縄
文
か
ら
江
戸
ま
で
の
幅
広
い
時
代

の
資
源
が
あ
り
、
重
要
な
財
産
だ
。

Q
歴
史
資
源
の
現
状
は
ど
う
か
。

A
重
要
な
文
化
財
と
し
て
保
護
し
つ
つ

公
開
し
て
い
る
場
所
が
あ
る
。

Q
歴
史
資
源
を
活
用
し
た
地
域
振
興
は
。

A
地
域
団
体
と
協
力
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ

や
古
墳
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
い
く
。

市
の
産
業
構
造
の
現
状

Q
人
口
減
少
を
克
服
す
る
施
策
の
一
つ

が
企
業
誘
致
で
あ
る
が
当
市
の
取
組
は
。

A
補
助
制
度
を
設
け
、
企
業
が
市
内
に

立
地
す
る
際
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

Q
市
内
消
費
の
拡
大
や
、
市
外
か
ら
の

消
費
流
入
を
促
す
考
え
は
ど
う
か
。

A
観
光
と
絡
め
、
市
外
か
ら
の
交
流
客

に
よ
る
域
内
消
費
獲
得
の
た
め
、
市
内
事

業
者
の
動
き
を
支
援
す
る
。

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

横手市提供イラスト
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生命財産を守れ

荒廃森林の整備

総合計画策定中

これからの8年の方向性を決める総合計
画。多くの市民の皆様の声をください

治水は政治の一丁目一番地

森林環境譲与税を活用し、森林経営管理制
度に基づく荒廃した森林の整備の促進を

青
あお

山
やま

 真
まさ

虎
とら

議員が問う
水害をしっかり治めてほしい

天
あま

野
の

 弘
ひろし

議員が問う
森林経営管理制度の取組は

横
よこ

田
た

川
がわ

 真
まさ

人
と

議員が問う
第３次総合計画の方向性は

	 軽減に向けて対応していく答弁

	 来年度から本制度に取り組む方針答弁

	 第２次総合計画と基本的には変わらない答弁

Q
水
害
に
つ
い
て
天
王
町
、
坂
本
、
川

根
な
ど
で
対
策
が
進
ん
で
い
る
が
、
南
原

は
床
上
浸
水
被
害
が
多
い
。
軽
減
対
策
を
。

A
貯
留
施
設
な
ど
、
総
合
的
な
対
応
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

Q
落
合
、
野
田
、
道
悦
、
東
町
の
局
地

的
な
水
害
対
策
を
行
う
予
定
は
。

A
自
治
会
か
ら
要
望
、
通
報
が
あ
れ
ば

対
策
す
る
。

Q
リ
ニ
ア
工
事
で
水
が
減
っ
た
ら
国
や

Ｊ
Ｒ
に
永
久
に
補
償
を
約
束
さ
せ
る
、
そ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い
の
か
。

A
知
事
は
補
償
に
つ
い
て
文
書
と
し
て

担
保
と
す
る
考
え
だ
。

Q
バ
ス
が
減
っ
て
皆
さ
ん
本
当
に
困
っ

て
い
る
。
住
民
主
体
の
移
動
支
援
に
補
助

が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
か
。

A
細
か
く
は
説
明
し
て
い
な
い
。

Q
子
供
の
ク
ー
ル
バ
ン
ド
は
、
学
校
に

冷
凍
庫
が
な
い
と
下
校
時
に
使
え
な
い
。

藤
枝
や
焼
津
の
よ
う
に
導
入
は
。

A
設
置
に
は
い
ろ
い
ろ
と
課
題
が
多
い
。

Q
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し
た
森

林
経
営
管
理
制
度
に
よ
る
小
規
模
・
所
有

者
不
明
の
森
林
整
備
が
全
国
で
始
ま
っ
て

い
る
。
当
市
の
取
組
は
。

A
林
業
経
営
体
の
不
足
も
あ
り
、
現
在

ま
で
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

Q
今
後
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

A
県
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
、
先
進

事
例
を
収
集
し
方
向
性
を
決
定
す
る
。

Q
県
民
税
に
よ
る
森
の
力
再
生
事
業
が

２
期
目
最
終
年
度
を
迎
え
て
い
る
。
継
続

に
つ
い
て
の
当
市
の
考
え
は
。

A
継
続
を
強
く
要
望
し
て
い
く
。

Q
河
川
や
道
路
沿
い
の
支
障
木
除
去
な

ど
災
害
予
防
に
つ
な
が
る
里
山
整
備
は
。

A
里
山
整
備
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
各
事
業
の
採
択
要
件
の
緩
和
を
国
・

県
に
要
望
を
求
め
て
い
く
。

Q
自
伐
・
自
伐
型
林
業
の
把
握
は
。

A
個
々
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
は
把
握
し
て
お
り
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。

Q
策
定
中
の
第
３
次
島
田
市
総
合
計
画

の
基
本
的
な
考
え
方
は
い
か
が
か
。

A
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果
や
課
題
、

ま
た
、
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
な
ど

を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
及

び
人
口
減
少
・
少
子
超
高
齢
社
会
へ
の
対

応
と
課
題
の
克
服
と
い
う
２
つ
の
基
本
的

な
考
え
方
と
、
８
年
間
の
計
画
期
間
に
と

ど
ま
ら
な
い
長
期
的
な
視
点
を
持
っ
て
策

定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

Q
策
定
中
の
総
合
計
画
内
の
基
本
構
想

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

A
継
続
性
を
持
っ
た
基
礎
的
な
考
え
方

を
示
す
基
本
理
念
や
、
総
合
計
画
の
実
行

に
よ
っ
て
目
指
す
将
来
像
、こ
の
ほ
か
、土

地
利
用
の
方
向
及
び
政
策
分
野
を
位
置
づ

け
て
い
る
。
な
お
、
未
来
に
つ
な
ぐ
３
大

戦
略
、
循
環
型
社
会
、
縮
充
、
Ｄ
Ｘ
に
つ

い
て
は
、
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
指
針

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。
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稼ぐ観光

部活の地域移行

サービス残業

職員の健康を守り、働きがいを高めること
は、質の高い市民サービスの提供に不可欠

市の観光資源と市の強みを把握し、強化
していくことが重要

令和9年夏以降の移行を目指し、それぞ
れの組織が連携を密にし、進めてほしい

三
み

村
むら

 隆
たか

久
ひさ

議員が問う
市長が描く「稼ぐ観光」とは

瀧
たき

 好
よし

伸
のぶ

議員が問う
部活動の地域移行の進捗状況は

望
もち

月
づき

 史
ふみ

彦
ひこ

議員が問う
サービス残業の常態化について

	 交流人口とインバウンドで税収と雇用を創る答弁

	 島田市の地域移行は着実に進んでいる答弁

	 根絶に向けて、労務管理を徹底していく答弁

Q
島
田
市
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
が
策
定
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
っ
た
の
か
。

A
宿
泊
客
数
、国
内
認
知
度
、市
民
意
識

調
査
結
果
の
３
項
目
は
、
目
標
達
成
。
観

光
交
流
客
数
、
観
光
消
費
額
、
再
来
訪
意

向
の
３
項
目
に
つ
い
て
は
、
目
標
に
対
し

て
未
達
成
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

Q
観
光
交
流
客
数
、
観
光
消
費
額
を
増

や
す
た
め
の
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

A
情
報
を
効
果
的
、
効
率
的
に
発
信
し

て
、
認
知
度
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
交

流
客
数
増
加
に
つ
な
が
る
。
消
費
単
価
が

高
く
な
る
宿
泊
者
を
増
や
す
こ
と
で
観
光

消
費
額
を
増
や
す
。

Q
「
稼
ぐ
観
光
」
と
は
。

A
地
域
資
源
や
歴
史
文
化
資
源
な
ど
を

活
用
し
て
魅
力
的
な
観
光
商
品
を
つ
く
っ

て
い
く
。
そ
の
上
で
、
積
極
的
な
情
報
発

信
に
よ
っ
て
、
本
市
の
認
知
度
を
高
め
て

観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と
。

Q
今
後
の
課
題
は
何
か
。

A
各
課
題
の
解
決
策
を
検
討
す
る
庁
内

体
制
の
整
備
と
考
え
て
い
る
。

Q
そ
の
庁
内
体
制
の
整
備
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

A
橋
渡
し
を
担
う
総
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
や
専
門
部
署
を
設
置
し
、
適
切
な
推

進
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。

島
田
大
祭
に
つ
い
て

Q
島
田
大
祭
を
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
。

A
島
田
大
祭
保
存
振
興
会
と
の
信
頼
を

築
き
、
認
知
度
向
上
の
た
め
観
光
協
会
と

と
も
に
情
報
発
信
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
な
ど
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

Q
具
体
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
と
は
。

A
観
光
協
会
と
連
携
し
、
大
祭
ポ
ス

タ
ー
の
作
成
や
市
内
外
に
お
け
る
観
光
イ

ベ
ン
ト
で
の
大
祭
開
催
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
て
い
る
。

Q
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
常
態
化
と
職
員
の

疲
弊
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
把
握
、
構
造

的
原
因
、
具
体
的
な
対
策
は
。

A
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
主
な
要
因
は
労
務

管
理
不
足
と
認
識
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｘ
推
進

に
よ
る
業
務
削
減
や
管
理
職
研
修
を
実
施

し
対
策
を
進
め
る
。
ま
た
内
部
通
報
窓
口

や
職
員
相
談
員
を
配
置
し
、
職
員
の
相
談

体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

Q
サ
ー
ビ
ス
残
業
へ
の
市
長
の
見
解
は
。

A
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
根
絶
は
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
管
理
職
に
よ
る
労
務
管
理
の

徹
底
と
業
務
の
効
率
化
・
簡
素
化
に
努
め

根
絶
に
向
け
全
庁
に
周
知
徹
底
し
て
い
く
。

金
谷
公
民
館
の
運
営
業
務
に
つ
い
て

Q
運
営
業
務
の
見
直
し
期
限
が
迫
っ
て

い
る
が
、
令
和
８
年
度
以
降
の
運
営
方
針

は
。

A
令
和
８
年
度
当
初
予
算
の
編
成
が
始

ま
る
ま
で
に
は
、
決
定
し
た
い
。

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
一
般
質
問
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…



	 12Shimada City Council Newsletter※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

第３次総合計画

子育勤労者支援

茶業の振興

茶業は本市の経済のエンジンと言える　
V字回復を目指し具体的な支援策の実施

ふるさと納税は先進事例を参考にＰＲ強
化により増収させ、人口減対策へ配分を

安心して子育てできる、安心して働くこと
ができる島田市を目指してほしい

川
か わ い

合 利
とし

也
や

議員が問う
意欲的な総合計画目標設定は

内
うち

田
だ

 修
おさむ

議員が問う
今後の病児保育施設の展開は

仲
なか

田
だ

 明
あきら

議員が問う
荒茶生産量で首位陥落。対策は

	 ふるさと納税を意欲的に。歳出改革も実施答弁

	 少子化等考慮すると他地域への設置は難しい答弁

	 消費者の好みの変化に対応できるよう支援答弁

Q
当
市
の
経
常
収
支
比
率
は
低
水
準
だ

が
、
こ
の
懸
念
点
や
課
題
は
何
か
。

A
公
共
施
設
改
修
な
ど
投
資
的
事
業
に

充
て
る
財
源
に
懸
念
が
あ
る
。
ふ
る
さ
と

納
税
な
ど
で
歳
入
を
確
保
し
、
選
択
と
集

中
に
よ
る
歳
出
改
革
を
推
進
す
る
。

Q
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に
よ
る
寄
附

金
増
収
策
と
目
標
金
額
は
。

A
他
市
町
の
先
進
事
例
も
参
考
に
、
Ｐ

Ｒ
に
強
化
注
力
し
、
本
年
度
の
目
標
を
達

成
し
、
10
億
円
を
短
期
目
標
と
す
る
。

Q
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
で
増
加
さ
せ

た
歳
入
を
移
住
・
定
住
促
進
事
業
に
集
中

配
分
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
い
が
。

A
配
分
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
か
つ
慎

重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

Q
コ
ン
パ
ク
ト
プ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

政
策
で
、
災
害
リ
ス
ク
の
あ
る
中
山
間
地

域
住
民
の
移
住
実
施
計
画
は
あ
る
か
。

A
実
施
計
画
は
策
定
し
て
い
な
い
。
今

後
「
居
住
誘
導
区
域
と
権
利
設
定
等
促
進

事
業
」
の
当
市
適
用
を
検
討
す
る
。

Q
病
児
保
育
の
問
題
・
課
題
は
。

A
利
用
者
数
の
予
測
が
困
難
な
こ
と
、

予
約
後
の
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
が
多
い
。

Q
地
域
ご
と
の
利
用
状
況
は
。

A
旧
島
田
、
金
谷
地
区
の
利
用
者
が
多

く
、
六
合
、
初
倉
地
区
が
少
な
い
。

Q
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
し
て
い
る
か
。

A
ニ
ー
ズ
や
認
知
度
の
把
握
に
努
め
て

い
き
た
い
。

消
防
団
員
数
の
減
少
に
つ
い
て

Q
近
隣
市
町
及
び
当
市
の
充
足
率
は
。

A
藤
枝
市
89
・
１
％
、
焼
津
市
83
・
６
％
。

島
田
市
は
83
・
１
％
で
あ
る
。

Q
各
分
団
の
必
要
人
数
に
対
す
る
充
足

率
は
。

A
上
位
か
ら
第
４
分
団
１
１
９
％
、
第

10
分
団
１
０
５
％
、第
３
分
団
94
％
。下
位

は
第
14
分
団
57
％
、
第
１
分
団
60
％
、
第

８
分
団
62
％
と
な
っ
て
い
る
。

Q
茶
業
振
興
に
向
け
た
取
組
姿
勢
は
。

A
海
外
輸
出
や
抹
茶
の
需
要
拡
大
を
好

機
と
と
ら
え
、
国
や
県
の
補
助
事
業
を
有

効
活
用
し
つ
つ
、
本
市
に
あ
っ
た
茶
業
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q
煎
茶
か
ら
抹
茶
へ
消
費
者
の
好
み
が

変
化
し
て
い
る
が
、
具
体
的
支
援
策
は
。

A
抹
茶
の
需
要
拡
大
で
、
碾て

ん

茶ち
ゃ

の
生
産

が
増
加
し
て
い
る
。
健
康
志
向
の
高
ま
り

に
よ
り
有
機
茶
需
要
も
増
加
。
戦
略
的
茶

改
植
推
進
事
業
を
支
援
し
て
い
く
。

Q
海
外
輸
出
に
向
け
た
取
組
は
。

A
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
や
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
取
得

経
費
や
残
留
農
薬
検
査
経
費
の
一
部
を
支

援
し
て
い
る
。
県
で
は
静
岡
茶
海
外
戦
略

展
開
支
援
事
業
と
し
て
販
路
開
拓
や
生
産

体
制
の
強
化
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い

る
の
で
連
携
し
て
い
く
。

Q
荒
廃
農
地
の
状
況
は
。

A
３
月
末
時
点
の
集
計
で
約
92
・
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
こ
れ
は
農
地
全
体
の
約
２
・

４
％
と
聞
い
て
い
る
。
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命を守る

公共交通

地域づくり推進

文化芸術で地域資源を束ね、大井川流域か
ら島田の未来を創る挑戦へ

市民が自分の健康を自分で守るために関
心を持つことが大切

空港や鉄道、バス、タクシーなどの多様
な公共交通で移動手段の確保が必要

岩
いわ

﨑
さき

 好
よし

美
み

議員が問う
胃がん検診の胃カメラ導入は

松
まつ

本
もと

 晃
あきら

議員が問う
観光で稼ぐまちの実現は

大
おお

石
いし

 歩
ある

真
ま

議員が問う
まちなか（ＪＲ島田駅前）の役割は

	 医師会や委託先と導入について研究していく答弁

	 利便性の高い交通手段の整備も必要答弁

	 市の「玄関口」の役割と賑わい創出の場答弁

Q
指
定
先
以
外
の
検
診
も
助
成
対
象
に

し
て
欲
し
い
と
の
声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

A
現
状
助
成
は
な
い
た
め
、
検
診
結
果

を
持
っ
て
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
を
。

Q
女
性
の
子
宮
頸け

い

が
ん
、
乳
が
ん
検
診

の
受
診
率
向
上
の
た
め
の
取
組
は
。

A
21
歳
で
子
宮
頸
が
ん
、
41
歳
で
乳
が

ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
。
２

日
間
の
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
の
設
定
。
委
託

先
の
医
療
機
関
に
女
性
医
師
に
よ
る
検
診

が
可
能
な
日
が
あ
る
。

Q
自
覚
症
状
が
乏
し
い
肝
炎
。
早
期
の

発
見
と
治
療
に
繋
げ
た
い
。

A
節
目
年
齢
で
の
無
料
検
診
を
促
す
。

Q
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
当
局
が

一
体
と
な
り
運
営
に
携
わ
り
支
え
る
認
識

が
市
長
に
あ
る
か
。

A
開
設
者
と
し
て
安
定
的
な
運
営
に
努

め
る
。

Q
労
働
環
境
の
改
善
は
し
て
い
る
か
。

A
病
院
全
体
の
業
務
改
善
、
職
員
の
健

康
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q
観
光
向
け
循
環
型
路
線
の
状
況
は
。

A
ま
だ
検
討
段
階
。
島
田
市
観
光
協
会

と
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
地
域
住

民
の
移
動
手
段
と
し
て
利
用
で
き
る
か
な

ど
が
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
ま
ち
な
か
で
観
光
バ
ス
が
駐
車
で
き

る
環
境
を
整
備
し
て
い
る
か
。

A
行
政
と
し
て
場
所
を
用
意
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
民
間
の
事
業
活
動
の
中
で
対

応
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q
新
駅
設
置
に
関
し
て
、
ほ
か
の
自
治

体
の
調
査
研
究
な
ど
は
し
て
い
る
か
。

A
東
海
道
新
幹
線
静
岡
空
港
駅
設
置
期

成
同
盟
会
を
は
じ
め
県
、
市
で
も
行
っ
て

い
な
い
。

Q
空
港
周
辺
地
域
の
地
域
振
興
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
は
。

A
令
和
６
年
度
ま
で
の
累
計
で
事
業
数

延
べ
４
１
７
事
業
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で
約

１
４
０
億
円
、
県
の
補
助
金
45
億
円
を
道

路
改
良
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
整
備
、
農
業
振

興
事
業
な
ど
に
活
用
。

Q
空
き
店
舗
調
査
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
用
は
。

A
正
確
な
把
握
は
難
し
い
。
協
力
隊
は

活
用
の
可
能
性
を
探
る
。

Q
お
び
サ
ポ
駅
前
移
転
の
活
用
方
針
は
。

A
ま
ち
な
か
回
遊
を
促
し
、
補
助
金
で

出
店
を
支
援
。

Q
地
域
と
の
対
話
の
場
の
必
要
性
は
。

A
重
要
性
を
認
識
。
仕
組
み
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

ア
ー
ト
に
よ
る
大
井
川
振
興
モ
デ
ル

Q
文
化
政
策
全
体
の
方
針
は
。

A
文
化
は
創
造
性
と
人
の
つ
な
が
り
を

育
む
。
継
続
性
と
自
立
性
を
支
援
。

Q
「
文
化
芸
術
推
進
計
画
」
に
当
事
者

の
声
を
反
映
し
な
い
か
。

A
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
。

Q
大
井
川
を
文
化
芸
術
の
拠
点
と
す
る

戦
略
的
モ
デ
ル
は
。

A
文
化
と
観
光
・
経
済
の
連
携
を
調
査
。
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市からの主な報告事項

産後ママのデイサービス　湯ったり♨ママケア厚生教育
常任委員会

産後の疲れた身体をリフレッシュし、前向きに子育てに向き合えるよう、
子育て中の母親がホッと一休みできる時間の提供と子育ての相談やママ同
士のおしゃべりの場を用意し、子育ての孤立を防止することを目的とする。
実施会場は田代の郷温泉及び川根温泉。
利用イメージとしては、午前10時に受付を開始、交流、昼食、休憩タイ
ムを通じて、午後３時を終了予定としている。

内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象者・参加費
•母親と子どもの交流と親子のふれあいあそび　　　•産後１ヵ月～４ヵ月の赤ちゃんと母親
•専門スタッフによる育児相談　　　　　　　　　　•無料（別途、食事代などは自己負担）
•休憩タイム（入浴・食事・昼寝など）

Q 対象者を産後１ヵ月～４ヵ月の赤ちゃんとその母親にした理由は。

Ａ 一般的に上記の期間が産後鬱
うつ

のピークと言われている。その予防に寄与するため。

島田市ＬＩＮＥクーポン事業経済建設
常任委員会

エネルギー価格の上昇や原材料などを含む物価高騰の影響を受けている一般家庭及び市内中小企業者・小規模事
業者等に対する経済支援を目的としている。
割引率の大きいクーポンを信することで、消費者の家計を支援しつつ、消費意欲を喚起することで、市内中小企
業者・小規模事業者等の売上支援につなげていく。
対象事業者の応募期間は令和７年８月７日から８月31日まで。クーポン利用期間は、10月13日から12月14日まで
を予定している。
前回までのクーポンの表示方法を変更し、各店舗に掲出するＱＲコードをスマートフォンで読み取り、クーポン
を呼び出す仕組みとする。これにより、利用者の利便性が向上するとともに、事業者も利用件数を把握する手間が
省略される。

Q クーポン利用期間中に、価格を上げている店舗があるが、宣誓書などで対策はできないか。

Ａ どこまで制限できるかというところもあるが、価格設定に関しては、注意喚起をしていきたいと考
えている。
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本会議・常任委員会などの議員出欠状況

大阪・関西万博「地方創生ＳＤＧｓ」出展総務生活
常任委員会

島田市緑茶化計画を旗印としたシティプロモーションの取組を全国さらには世界に発信することで、本市の認知
度向上を図り、交流人口の増加や地域産業の活性化につなげることを目的としている。
出展内容は、島田市緑茶化計画をコンセプトとした空間を演出し、本物の茶の木の展示や茶もみ工程のアトラク
ション「茶もみＦＡＣＴＯＲＹ」などによりお茶の魅力を発信するとともに、動画の放映やチラシの配付、緑茶化
計画関連商品の販売を行った。
波及効果として、37件のメディア媒体に掲載され、クーポン券

（大井川であそぼうけん）は約2,000枚配布した。そのほか、アン
ケート結果（159件）では、９割を超える方が「島田市に行って
みたい」と回答してくれている。

出展期間：令和７年５月28日から６月１日まで
来場者数：約8,000人
売　上　額：279,100円

令和７年６月定例会期中の本会議及び委員会などへの出欠状況を記載しています。
「○」は出席を、「△」は遅参・早退等を、「×」は欠席を、「－」は該当しないことを表しています。

（議席順）

Q 出展後の費用対効果の検証や、島田市の認知度向上などはどのように調査していくのか。

Ａ 毎年度３月に定点的に行っている認知度調査のほか、万博で配布した専用のクーポン券（大井川で
あそぼうけん）の利用状況などにより、誘客効果を測っていく。

開催日 内　　　容

※�議員氏名の下段は会派を記載して
います。

三
村
　
隆
久

横
山
　
香
理

瀧
　
　
好
伸

曽
根
　
達
裕

石
川
晋
太
郎

井
上
　
　
篤

天
野
　
　
弘

横
田
川
真
人

川
合
　
利
也

大
関
　
衣
世

四
ツ
谷
　
恵

望
月
　
史
彦

内
田
　
　
修

清
水
　
唯
史

松
本
　
　
晃

仲
田
　
　
明

大
石
　
歩
真

青
山
　
真
虎

岩
﨑
　
好
美

八
木
　
伸
雄

清流の風 輝く
島田

公明党
島田市議会

日本共産党
島田市議団

創造
島田 （無会派）

6月12日 本会議（初日・議会構成） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月13日 議会運営委員会・議員連絡会・全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月19日 本会議（初日）・議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月27日 本会議（一般質問１日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月30日 本会議（一般質問２日目）・議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
7月1日 本会議（一般質問３日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月3日 本会議（議案質疑） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月4日 常任委員会（厚生教育・経済建設） ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○
7月7日 常任委員会（総務生活） ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ―
7月9日 予算決算特別委員会・広報広聴特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月16日 議会運営員会・広報広聴特別委員会 ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ― ○
7月17日 本会議（最終日） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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全議員を対象とした議員研修を実施！
株式会社廣瀬行政研究所の廣瀬氏をお招きし、「議員が守るべき政治倫理」についてご講

義いただきました。日本国憲法や地方自治法などの法規定の確認から、議員としての心構
えまでご教示いただきました。他市町村議会での事例や判例が中心の講義内容であったた
め、議員も自分ごとと捉え、真摯に受講することができました。

そのほか、全国の地方議会で広がりを見せている議員によるハラスメント防止条例や、
SNSの使用方法についても触れていた
だき、島田市議会においても、向き合わ
なければいけない事案であると考えさせ
られました。今回の研修の内容について
は、議員間で認識を共有し、今後の議員・
議会活動に必ず活かします。島田市議会
では、このような研修を定期的に実施し、
議員力の向上に取り組んでいます。

新しい校舎でいろいろな配慮がされている。
バリアフリー、LGBT、外観、校庭、統合に
よる思い出等。子ども達の学び活動の場とし
て十分な施設でした。

島田第一小学校 田代ゆめ・みらいパーク

たくさんの遊具、広い芝生広場があり、子
供達だけでなく家族でも楽しめる公園。無料
施設の為、遊具等設備のメンテナンス費用の
確保に課題がある。

島田市役所本庁舎第２・第３委員会室にて
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市内施設の見学及び研修を実施！
新人議員研修の一環として、市内の施設を見学し、現場の「いま」について学びました。こ

こでは、研修を行った一部の施設について掲載します。

島田市の観光に関する情報が集積されてお
り、気になる情報を選択できる。KADODE 
OOIGAWAと連携し島田市の観光拠点とな
っている。

TOURIST INFORMATION
おおいなび 蓬莱橋 897.4茶屋

川根温泉　ふれあいの泉

蓬莱橋と897.4茶屋がバランスのとれた施
設になっている。さらに観光客が楽しむこと
ができる施設があれば、観光拠点として賑わ
うと思う。

平成10年にオープンしたがメンテナンスが
しっかりされている。県内トップクラスの湯
量を誇る温泉。何度も訪れたくなるような施
設でした。 島田市面積315.70㎢
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新
た
な
挑
戦

︱
な
ぜ
私
は
議
員
を志

し
た
の
か
︱

　
令
和
７
年
５
月
、
島
田
市
議
会
に
９
人
の
新
人
議
員
が

誕
生
し
ま
し
た
。
選
挙
運
動
か
ら
息
つ
く
間
も
な
く
は
じ

ま
っ
た
６
月
定
例
会
。
市
民
か
ら
の
負
託
を
受
け
、
慣
れ

な
い
環
境
の
中
で
、
不
安
を
持
ち
つ
つ
も
、
日
々
全
力
で

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
は
な
ぜ
、
議
員
を

志
し
た
の
か
。
今
号
で
は
、
そ
の
想
い
を
特
集
し
ま
し
た
。

川
かわい
合　利

とし
也
や
議員

望
もち
月
づき
　史
ふみ
彦
ひこ
議員

三
み
村
むら
　隆
たか
久
ひさ
議員

瀧
たき
　好
よし
伸
のぶ
議員

差別やいじめを受けるなど弱い
立場・不幸な境遇の人たちが、可
哀そうでならなかった。彼らを
守るため、法律を駆使する仕事
を志すも、結局断念。以来、何
も出来ないという悔しさに苛ま
れてきた。年月が流れ、幸運に
も市議会議員選挙出馬という話
があった。議員という仕事で彼
らに少しでも希望の光を送れる
かもしれないと思い、議員を志
した。

故郷である島田市の住みやすい
まちづくりに貢献したいという
強い思いが私の原動力です。リ
ニア中央新幹線や浜岡原発と
いった課題から故郷を守りつつ、
特に子育て世代が安心して暮ら
せる環境を整えることに尽力し
ます。地域の活力を高め、将来
にわたって笑顔があふれる島田
市を実現するため、全力を尽く
してまいります。

理想の地方を創りたいからで
す。その地に生まれたら一度も
住所を移すことなく理想の進学
ができて、理想の就職や起業等
のチャレンジができて、理想の
安心した老後を送れる、そんな
地方を創りたい。今回市議会議
員選挙に当選いたしました。島
田市の行政が少しでもその理想
に近づくよう調整していきたい。
それが私の「志」です。

「地域に寄り添い、思いやりをもって！」
退職を機に、地域への貢献やボ
ランティア活動等を積極的に行
うと決めていた中で、地元の自治
会の後押しもあり、市議会議員
に立候補させていただきました。
次の世代を担う子どもたちは、
将来のこの島田市をリードして
いく存在です。
長年の教員生活の経験を生かし

「教育の充実」を実現させたいと
考えています。子供たちを地域
で見守り育てていきましょう。
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岩
いわ
﨑
さき
　好
よし
美
み
議員 仲

なか
田
だ
　明
あきら
議員

大
おお
石
いし
　歩
ある
真
ま
議員

内
うち
田
だ
　修
おさむ
議員

松
まつ
本
もと
　晃
あきら
議員

はじめての定例会を終えた新人
議員達。それぞれの思う「議員・
議会のあるべき姿」に向かって、
誠心誠意取り組んでまいります。

学生時代からふるさとの経済、
産業の発展、国際化に貢献した
いとの想いがあり、地元の銀行
に就職しました。県外、海外で
の勤務の後、50歳で地元に戻
りました。個人、一企業一団体
の努力だけでは解決困難な課題
が多くあります。政治の世界に
飛び込み民間の視点を活かして、
解決の道を探りたいと思い挑戦
しました。

私は長年、看護師として限ら
れた人々に身を投じてきまし
た。コロナ禍の少し前から広い
フィールドで自分を生かしたい
と思い、地域の中で日常生活を
送っている人の役に立つ仕事は
何かと度々考えていました。そ
の中で、一市民としての立場で
議員になり、多くの皆さんと力
を合わせて島田市の未来を守り
たいと思ったからです。

約15年間、地域づくりの現場で
活動を重ねるなかで、「声を届け
る力」が未来を動かすと実感し
ました。子どもたちがこのまち
を誇れるように、市民の想いが
市政に届くように。私は、議員
という新たな挑戦を決意しまし
た。変化を恐れず、情熱を持っ
て一歩ずつ進む。言葉だけで終
わらせない、行動する議員を目
指します。

「人の役に立ちたい」という私の
性分と、労働組合の執行委員で
学んだ社会公益の必要性を知っ
たことで、自治会活動を通して
知った地域の方々の困り事や、
勤労者の仲間の困り事を改善し
て助けたいと思ったことと、島
田市をもっと振興させたいとの
思いから、議員でなくてはでき
ないことをやりたかったため。

島田で生まれ育ち、学校や部活、
地域でのお祭りなど楽しい子ど
も時代を過ごしました。当時は
気が付きませんでしたが、多く
の大人の皆さんが地域の子ども
のことを思い、この素晴らしい
環境を与えてくださっていまし
た。時を経て、この島田をより
よい形にして次の世代に受け渡
すのが役割だと思い、新たな道
を選びました。
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議会だよりをお読みいただきありがとうござ
います。今号から、新たな体制で議会だよりの
編集作業を進めています。
今号は、議員にスポットを当てた内容として
みましたがどうでしたでしょうか。今年度は皆
様が読んでみたいと思うような表紙について、
調査及び研究を進めていきます。ご意見等がご
ざいましたらご遠慮なくお申し付けください。
そのほか、愛称の募集を開始していますので、
ご協力いただけますと幸いです。１年間よろし
くお願いいたします。

編 集 後 記

平成17年７月に創刊した、「しまだ議会だより」は、令和８年２月発行号で100号を迎えます。この
節目に、より親しみやすいものとするため、広く「愛称」を募集します。令和７年11月発行号（第99
号）で広報広聴特別委員会が選定した候補を発表し、皆様からの投票を参考に、第100号で採用された
愛称を発表します。採用者にはお礼の品（図書カード5,000円分）を贈呈します！
右に掲載しておりますＱＲコードからご応募ください。
なお、令和７年10月17日㈮を締め切りとさせていただきます。

・市内在住・在勤・通学をしている人で、未発表の
作品であること

・１人につき、１作品の応募とすること
・採用された場合に、インタビューに応じてしてい

ただけること

・島田市の自然、風土、歴史、文化などを表現して
いること

・明るく、親しみやすく、読みやすいこと
・議会や議員を連想させるものであること

しまだ議会だよりの愛称を募集します！

広報広聴特別委員会
【委 員 長】井上　　篤
【副委員長】大石　歩真
【委　　員】瀧　　好伸、川合　利也

内田　　修、八木　伸雄

９月定例会のお知らせ

開始時間　午前９時30分（※は午前９時）
　日程は変更となる場合があります。最新の情報は、ホームページまたは電
話にてお問い合わせください。

議会を聴きに行こう！議会をオンラインで見てみよう！

◦ 応募条件 ◦ ◦ 採用基準 ◦

　本会議・委員会
は、誰でも傍聴で
きます。市役所４
階の議会事務局ま
でお越しください。

インターネット中継もどうぞ
　本会議（水色のラインで示された日）
は島田市議会ホームページの「会議の
映像配信」でもご覧いただけます。

日 月 火 水 木 金 土
8/24 25 26 27 28 29 30

議会運営委員会（※）
本会議
（初日）

31 9/1 2 3 4 5 6

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

7 8 9 10 11 12 13
予算決算特別委員会
厚生教育分科会・
常任委員会

予算決算特別委員会
経済建設分科会・
常任委員会

本会議
（一般質問）

本会議
（議案質疑）

14 15 16 17 18 19 20
予算決算特別委員会
総務生活分科会・
常任委員会

敬老の日 常任委員会・
分科会予備日

予算･決算
特別委員会

21 22 23 24 25 26 27

秋分の日

28 29 30 10/1 2 3 4

議会運営
委員会

本会議
（最終日）


